
坂本
さかもと

慶
けい

二
じ

さん、76歳。以前パーキンソン
症状で自宅で転倒し右大腿部骨折。その
後遺症の歩行困難などで要介護度４と認
定されています。ワンルームマンション
で生活保護を受けながら一人暮らし。近
くの病院への通院リハ以外に、診療所か
らの往診（隔週）、訪問看護（週５回）、
訪問介護（毎日）、薬剤師訪問など、関
係機関が連携して毎日誰かが訪問し、坂
本さんの地域での生活を支えています。
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手すりを握る手に力が入りま
す。デイケアでも入浴サービス
はありますが、自宅での入浴を
希望された坂本さん。福祉用具
も活用して自宅で週３回、訪問
看護師の介助を受けて入浴がで
きるようになりました。



40年以上前に家族を置いて故郷を離れ、東京へ働きに出ました。
大阪へ来たのは約20年前。「一人暮らしは長いね。この歳になる
とちょっとさびしい。ヘルパーさんが来てくれて、おしゃべり
するのも楽しみの一つや」。図書館で本を借りて読むのも好きだ
と言います。時折、友人が訪ねて来ることもあるそうです。
室
むろ

川
かわ

聖
せい

子
こ

さん（右上）は医療事務から一念発起して看護師に。
橋
はし

本
もと

剛
つよ

史
し

さん（右下）は訪問看護6年目です。暮らしのなかで患
者さんを看る訪問看護に魅力を感じています。



訪問から戻るとすぐに記録を書き、また次の訪問先へ。西成医療生活
協同組合の訪問看護ステーションレインボー（写真手前）とヘルパー
ステーションわかば（写真奥）は同じ部屋にあり、常に情報交換や共
同で学習会に取り組んでいます。国の在宅政策についてレインボーの
坪井綾子所長は「訪問先の9割は一人暮らし。国の政策と家族の介護
力がないという実態が噛み合っていないことを、国はもっと知るべき」
と話して下さいました。 （写真・文　編集室　中島悦子）
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私
た
ち
は
、
大
阪
市
西
成
区
の
あ
い
り
ん
地
域
（
釜
ヶ
崎
）
で
結
核
を
中
心
と
し
た
健
康
支
援
活
動
、

人
材
育
成
事
業
、
日
雇
労
働
者
・
ホ
ー
ム
レ
ス
者
の
実
態
把
握
調
査
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

結
核
は
世
界
最
大
レ
ベ
ル
の
感
染
症
の
一
つ
で
、
日
本
で
も
年
間
二
万
五
〇
〇
〇
人
が
発
症
し
、
罹
患

率
は
一
九
・
四
（
人
口
一
〇
万
対
）
で
す
。
都
道
府
県
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
の
大
阪
府
は
三
三
・
七
、
大
阪
市

は
五
二
・
九
と
全
国
の
約
三
倍
で
す
が
、
あ
い
り
ん
地
域
で
は
六
五
三
・
三
と
、
約
三
三
倍
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

私
は
四
〇
年
間
、大
阪
府
庁
や
保
健
所
で
診
療
放
射
線
技
師
と
し
て
保
健
行
政
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
経
験
を
買
わ
れ
、
当
Ｎ
Ｐ
О
の
事
務
局
長
兼
職
員
へ
の
就
任
を
要
請
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
が
生

か
せ
、
結
核
対
策
が
引
き
続
き
あ
い
り
ん
地
域
で
で
き
る
こ
と
に
喜
び
と
や
り
が
い
を
感
じ
、
関
わ
っ
て

三
年
目
に
入
り
ま
す
。

「
Ｃ
Ｒ
結
核
健
診
事
業
」
の
受
付
問
診
業
務
（
大
阪
市
か
ら
受
託
）
は
毎
月
三
回
、
あ
い
り
ん
地
域
で

場
所
を
定
め
て
、
生
活
保
護
受
給
者
、
日
雇
労
働
者
や
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
々
を
対
象
者
に
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｒ
結
核
健
診
は
、
即
時
に
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
医
師
が
結
核
の
読
影
診
断
が
で
き
る
の
で
有
効
で
す
。
二

〇
〇
八
年
度
の
受
診
者
数
は
四
四
五
四
人
で
、
六
二
人
の
患
者
（
一
・
四
％
）
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
全

国
の
結
核
健
康
診
断
で
の
発
見
率
〇
・
〇
〇
八
％
と
比
べ
、
実
に
一
七
五
倍
で
す
。

「
訪
問
型
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
事
業
」（
同
）
の
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
（directly

observed
treatm

ent,
short

course

）
は

直
訳
す
る
と
「
直
接
監
視
下
短
期
化
学
療
法
」
で
、「
薬
を
飲
み
忘
れ
る
の
は
正
常
な
人
間
」
と
い
う
認

識
か
ら
、
服
薬
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。
私
を
含
め
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
保
健
師
が
、
通

院
が
む
ず
か
し
い
在
宅
の
結
核
患
者
さ
ん
を
毎
日
訪
問
し
、
目
の
前
で
服
薬
確
認
を
行
う
の
で
す
。
居
所

訪
問
を
拒
む
人
は
、
毎
朝
、
最
寄
り
の
地
下
鉄
の
駅
の
入
口
に
来
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

結
核
と
診
断
さ
れ
た
人
た
ち
は
最
初
、「
身
内
に
結
核
は
誰
も
い
な
い
」
と
病
気
を
受
容
で
き
ず
、
結

核
の
認
識
も
「
孫
に
会
え
な
い
」「
仕
事
が
で
き
な
い
」「
仲
間
と
気
軽
に
会
え
な
い
」
と
い
う
程
度
で
、

服
薬
を
拒
む
様
子
も
見
せ
ま
す
。
結
核
へ
の
差
別
的
な
処
遇
の
歴
史
を
知
っ
て
か
、
保
健
師
ら
の
訪
問
を
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拒
否
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
が
訪
問
の
た
び
に
彼
ら
を
気
遣
い
、
彼
ら
の
健
康
に
つ

い
て
の
相
談
事
を
一
緒
に
考
え
具
体
的
な
解
決
方
法
を
示
し
、ま
た
指
示
内
容
は
禁
止
事
項
を
少
な
く
し
、

身
体
的
苦
痛
の
と
り
方
や
、
疾
病
観
察
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
、
確
認
の
仕
方
を
伝
え
る
う
ち
に
、

少
し
ず
つ
彼
ら
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

あ
る
肺
結
核
の
五
〇
歳
代
男
性
は
、「
友
人
と
会
う
ま
で
は
絶
対
入
院
し
な
い
」
と
言
い
ま
す
。
そ
こ

で
地
元
の
社
会
医
療
セ
ン
タ
ー
で
抗
結
核
薬
の
処
方
を
受
け
、
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
宿
泊
費
と
食
事
代
を
毎
日
手

渡
し
て
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
を
行
い
、
六
日
後
に
入
院
し
ま
し
た
。

六
〇
歳
代
男
性
の
場
合
は
、
結
核
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
口
元
が
歪
み
、
よ
だ
れ
を
垂
ら
し
て

い
る
の
が
気
に
な
り
声
を
か
け
ま
し
た
。
滑
舌

か
つ
ぜ
つ

も
悪
く
、「
症
状
が
出
て
一
〇
日
経
つ
」
と
言
う
の
で
社

会
医
療
セ
ン
タ
ー
に
同
行
受
診
し
た
と
こ
ろ
、
脳
梗
塞
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。

別
の
六
〇
歳
代
男
性
は
、
右
手
の
火
傷
の
傷
口
が
化
膿
し
て
い
ま
し
た
。
火
傷
は
日
雇
い
業
務
中
の
こ

と
で
「
労
災
適
用
を
求
め
た
が
、
雇
用
主
か
ら
『
仕
事
中
の
こ
と
と
し
な
い
で
く
れ
』
と
頼
ま
れ
、
日
当

を
も
ら
っ
て
帰
っ
て
き
た
」
と
言
う
。
日
雇
労
働
者
の
不
安
定
さ
が
見
て
と
れ
ま
す
。

ま
た
別
の
六
〇
歳
代
男
性
は
、
結
核
検
診
で
「
右
肺
腫
瘤
の
疑
い
」
と
な
り
、
社
会
医
療
セ
ン
タ
ー
で

肺
が
ん
と
判
明
、
大
学
病
院
へ
転
院
し
ま
し
た
。
二
か
月
後
、「
明
日
手
術
す
る
が
、
身
寄
り
が
な
く
不

安
な
の
で
医
師
か
ら
の
説
明
を
一
緒
に
聞
い
て
ほ
し
い
。
保
証
人
に
も
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
頼
ま
れ
、
同

意
し
ま
し
た
。

あ
い
り
ん
地
域
の
健
康
問
題
の
根
本
的
原
因
は
貧
困
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
解
決
の
た
め
に
は
、
住
民
、

企
業
、
行
政
、
Ｎ
Ｐ
О
、
医
療
機
関
や
研
究
機
関
が
協
同
し
て
、
地
域
の
貧
困
問
題
に
立
ち
向
か
わ
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
健
康
支
援
だ
け
で
な
く
、
個
々
人
の
生
活
全
体
に
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
発
信
さ
れ
た
時
に
そ
れ
を
迅
速
に
キ
ャ
ッ
チ
し
、
適
切
に
対
応
し
支
え
ら
れ
る
存
在
に
な
る
こ

と
、
こ
こ
に
公
衆
衛
生
活
動
の
原
点
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

いど　たけひろ
1945年、和歌山県生まれ。診療放射線技師。1966年から大阪府
の保健所で結核対策業務および医療法による医療監視員業務に
従事。1991年から9年間、大阪府保健衛生部保健予防課結核係
主査として大阪府全体の結核対策に従事し、府下の病院・診療
所などに在勤するすべての医師に結核の基礎から臨床、対策に
いたる研修を企画実施した。2007年より現職。
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急速化する医療破壊と
再生の途（Ⅱ）

国
の
医
療
切
り
捨
て
政
策
に
よ
り
、
各
地
で
進
行
す
る
医
療

破
壊
。
そ
れ
は
地
域
住
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
に
深
刻
な
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。

医
療
破
壊
の
現
状
と
そ
れ
に
対
抗
す
る
住
民
の
取
り
組
み
を

取
材
し
ま
し
た
。

（
編
集
主
幹
・
黒
田
孝
彦
）

地
域
か
ら
入
院
ベ
ッ
ド
が
な
く
な

り
、
夜
間
・
休
日
は
無
医
地
区
に

岩
手
県
の
県
立
医
療
機
関
の
再
編
成
を
追
う

現
地
レ
ポ
ー
ト
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岩
手
県
北
部
の
村
落
で
は
戦
前
、
亡

く
な
る
時
で
す
ら
医
者
に
診
て
も
ら
え

ず
、
死
亡
診
断
書
が
も
ら
え
な
い
村
民

が
半
数
近
く
も
い
て
、
警
察
の
死
亡
検

案
書
が
そ
の
代
わ
り
を
果
た
し
て
い

た
、
と
い
う
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
生

前
は
お
ろ
か
、
死
後
も
医
者
に
診
ら
れ

る
こ
と
な
く
旅
立
っ
て
い
っ
た
、
い
の

ち
で
す
。

一
九
三
〇
年
頃
の
大
恐
慌
、
凶
作
に

よ
る
飢
え
と
貧
困
、
そ
し
て
三
陸
大
津

波
の
自
然
災
害
の
影
響
に
人
々
は
喘
い

で
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
な
か
で
、「
せ

め
て
死
ぬ
時
だ
け
で
も
医
者
に
診
て
も

ら
い
た
い
」
と
、
農
・
漁
民
が
農
作
物

と
、
戦
時
医
療
機
関
だ
っ
た
日
本
医
療

団
の
六
病
院
・
九
診
療
所
、
県
立
の
二

病
院
・
九
診
療
所
が
合
併
し
、
岩
手
県

の
直
営
医
療
機
関
と
し
て
一
九
五
〇
年

代
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。（
県
医
労

史
よ
り
）

し
か
し
、
住
民
が
切
実
な
思
い
で
つ

く
り
育
て
て
き
た
県
立
病
院
は
い
ま
、

大
き
な
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

や
海
産
物
を
持
ち
寄
り
、
産
業
組
合
と

し
て
協
同
で
診
療
所
を
つ
く
り
、
各
地

に
医
療
を
広
げ
て
い
っ
た
の
が
岩
手
の

医
療
の
歴
史
で
す
。

戦
後
、
こ
の
よ
う
に
住
民
運
動
で
つ

く
ら
れ
た
一
七
病
院
・
二
一
診
療
所

住
民
が
つ
く
り
育
て
た
県
立
病
院
の
無
床
化
を
強
行

大
幅
に
病
床
数
が
削
減
さ
れ
、
不
安
感

を
増
す
地
元
住
民
・
市
町
村
に
対
し
、

県
は
さ
ら
に
「
一
九
床
は
維
持
す
る
」

と
い
う
約
束
を
反
古

ほ

ご

に
し
、
本
誌
前
号

で
も
ふ
れ
た
国
の
「
公
立
病
院
改
革
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
て
、
二
〇
〇
九

岩
手
県
は
、
二
〇
〇
六
年
度
か
ら
二

〇
〇
八
年
度
に
か
け
て
、
紫し

波わ

・
大お

お

迫は
さ
ま

・
花は

な

泉
い
ず
み

・
住す

み

田た

・
伊い

保ぼ

内な
い

の
五
つ

の
県
立
病
院
の
有
床
診
療
所
化
（
病
床

数
一
九
床
）
を
強
行
し
、
名
称
も
「
地

域
診
療
セ
ン
タ
ー
」
と
変
更
し
ま
し
た
。

「
県
立
病
院
等
の
新
し
い
経
営
改
革
」
の
内
容
と
進
め
方
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年
度
か
ら
す
べ
て
の
セ
ン
タ
ー
を
無
床

診
療
所
に
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の

一
九
床
は
、
当
初
「
無
床
化
」
計
画
を

打
ち
出
し
て
き
た
県
に
対
し
て
、
住
民

が
反
対
運
動
に
取
り
組
み
、
確
保
さ
せ

た
も
の
で
し
た
。
住
民
・
市
町
村
は

「
二
重
の
裏
切
り
だ
」
と
、
怒
り
を
あ

ら
わ
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
は
岩
手
町
に
あ
る
県
立
沼ぬ

ま

宮く

内な
い

病
院
（
六
〇
床
）
を
二
〇
一
〇
年

度
か
ら
無
床
診
療
所
化
す
る
計
画
も
示

し
て
い
ま
す
。

岩
手
町
は
全
国
一
の
が
ん
検
診
体
制

を
誇
り
、
沼
宮
内
病
院
は
そ
の
中
核
を

担
っ
て
い
ま
す
。
病
院
の
継
続
は
住
民

の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
大
切
な
課
題

で
す
。
す
で
に
無
床
診
療
所
化
が
実
施

さ
れ
た
先
の
五
つ
の
自
治
体
と
も
共
闘

し
て
、
地
域
医
療

セ
ン
タ
ー
を
有
床

に
戻
す
運
動
が
全

県
的
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
動
き
を
、

岩
手
県
医
療
局
労

働
組
合
（
県
医
労
）

書
記
長
の
春
山
一

男
さ
ん
に
伺
い
ま

し
た
。
ま
た
、
沼

宮
内
病
院
継
続
を

求
め
る
集
会
に
参

加
し
、
無
床
化
さ

れ
た
九
戸
村
も
訪

ね
ま
し
た
。

急速化する医療破壊と再生の途（Ⅱ）特 集

旧病院名（所在地、病床数）
現在のセンター名

有床診療所化
＊19床に削減

紫波病院（紫波町・65床）
現・紫波地域診療センター

花泉病院（一関市・75床）
現・花泉地域診療センター

大迫病院（花巻市・52床）
現・大迫地域診療センター

伊保内病院（九戸村・45床）
現・九戸地域診療センター

住田病院（住田町・65床）
現・住田地域診療センター

沼宮内病院（岩手町・60床）

以上の５病院の削減病床数　合計302床

無床診療所化
＊０床に削減

該当市町村の高齢化率
（07年10月1日現在）

06年度実施済 09年度実施済 22.89％

06年度実施済 09年度実施済 28.72％

07年度実施済 09年度実施済 27.01％

07年度実施済 09年度実施済 33.81％

08年度実施済 09年度実施済 38.05％

10年度に無床
化実施予定

30.21％


